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的介護推進情報のみであった。既往歴情報に記載
されていた利用者は 35％のみであった。その要因
として、スタッフからは情報収集が困難、下位分
類ができなかった等が挙げられた。
	 自施設の利用者は 90 歳以上の割合が高く、BI	
score が高値で介護レベルの低い利用者が多かっ
た。そのため、サービス方針は動作能力の維持と
重度化の予防とした。

・	評価：自施設で入手できる情報だけでは、十分な
データ提出が困難なことが判明した。医療サイド
からの情報が不十分、LIFE から求められているデー
タの質と得られる情報の質のギャップが大きいこ
とが原因と考えられた。
	 全国とのデータの比較することで、根拠を持って
サービス方針を決定することができた。

〇研究Ⅱ
・	成果：pre における運動機能等の計測より、利用者
のほとんどで身体的プレフレイル、サルコペニア
疑いを認めた。そこで、筋力増強トレーニングを
中心としたプログラムを導入した。pre と post の
両方で運動機能等を計測できた 15 名を対象に BI	
score、要介護度等の変化を統計学的に検証したと
ころ、すべての項目で有意差を認めなかった。

・	評価：８か月後の利用者の動作能力、介護度は維
持されていた。PDCA サイクルの Plan を充実させ
るためには、LIFE を利用するだけでは不十分と考
えられた。一方で事業者版には、効果判定の指標
や基準といった有益な情報が含まれていた。Check
と Assessment の部分においては、LIFE を活用す
ることが科学的介護の推進につながると考えられ
た。

今後の課題
施設レベルのサービス方針の決定と効果判定に対す
る一手法を提示している。個人レベルへの対応につ
いて、別途検討が必要である。
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研究の目的、PRポイント
〇目的
・	科学的介護情報システム	(LIFE) に提出している自
施設のデータとフィードバック票のデータを比較
し自施設の利用者の概要を客観的に把握するとと
もに、サービス方針を決定することとした。

・	 LIFE から得られるデータを活用し、科学的介護の
取組を検証することとした。

〇 PRポイント
・	 LIFE を活用して科学的介護の取組について検証し
た。

取り組んだ課題
LIFE に毎月返却される暫定のフィードバック票 ( 暫
定版 ) には、全国の数字が表示されているだけで活用
が困難であった。そのため施設内で運動機能、認知
機能等の計測を行い、問題点の把握、サービスプロ
グラムの立案を行った。
事業所フィードバック票（事業所版）の公表後は、全
国の利用者の変化等を確認できるようになった。し
かし暫定版と事業所版では、データ数もデータの内
容にも違いがあり、それぞれの活用方法は異なると
考えられた。

具体的な取り組み
〇研究Ⅰ
提出したデータと暫定版を比較し、LIFE の利用状況
について確認した。また年齢、バーセルインデック
スの点数（BI	score）、要介護度について全国と比較し、
自施設の対象者の概要を客観的に捉え、サービス方
針を決定した。
〇研究Ⅱ
LIFE から得られる情報だけでは具体的なサービスプ
ログラムを立案することが困難であった。そのため
別途行っていた計測より、問題点の把握、プログラ
ムの立案を行った。BI	score、要介護度、障害高齢者
の日常生活自立度、認知症高齢者の日常生活自立度、
認知症行動障害尺度の変化を、開始時 (pre) と８か月
経過後 (post) とで統計学的に検証した。

活動の成果と評価
〇研究Ⅰ
・	成果：提出できていたデータは利用者情報、科学
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今回の発表施設
またはサービス
の概要

当施設は、1987 年、横須賀市に開設した。特別養護老人ホーム、ショートステイ、通所介護、
居宅介護支援センターを運営している。通所介護は定員 25名の通常規模型で、8時間のサー
ビスを提供している。2022 年 7月から LIFE のデータ提出を開始した。




